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一般質問

問	

認
知
症
の
人
に
医
療
費
や

公
共
料
金
な
ど
の
減
免
が
受
け

ら
れ
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
取
得
の
支
援
を
。

答	

民
生
部
長
　
障
害
者
手

帳
は
申
請
主
義
で
あ
り
、
市
と

し
て
強
く
勧
め
な
い
。

問	

要
支
援
１
で
も
重
度
障
害

の
人
も
少
な
く
な
い
。
制
度
の

特
徴
に
沿
っ
た
支
援
や
対
応
を

求
め
る
。

答	

民
生
部
長
　
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け

た
方
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を

年
間
24
枚
交
付
。

問	

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
中
学
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
無
料
制
度
な
ど
を
県
と

国
の
制
度
と
し
て
確
立
を
。

答	

民
生
部
長
　
関
係
機
関

と
協
力
し
、
国
の
制
度
と
し
て

確
立
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
要

望
し
て
い
く
。

問	

財
源
は
内
部
留
保
の
半
分

以
上
、
２
０
０
兆
円
も
現
金
を

持
っ
て
い
る
大
企
業
に
、
中
小

企
業
並
み
の
税
負
担
を
求
め
る

こ
と
で
解
決
を
。

答	

市
長
　
一
つ
の
市
の
み

で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
く
、

国
、
県
、
市
な
ど
行
政
と
、
住

民
・
企
業
・
各
種
機
関
が
一
体

と
な
り
、
全
体
で
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
、
小
手
先

で
は
な
く
思
い
切
っ
た
構
造
改

革
が
必
要
。

問	

ハ
イ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
下
水
道

管
か
ら
の
地
下
水
流
入
量
と
、

そ
れ
に
よ
る
年
間
被
害
額
は
。

答	

下
水
道
課
長
　
特
定
で

き
な
い
が
、
流
入
水
量
は
約
５

万
６
８
０
０
㎥
。
被
害
額
は
年

間
約
６
６
１
万
円
。

問	

被
害
の
発
生
に
市
（
町
）

が
気
づ
い
た
時
期
は
。

答	

下
水
道
課
長
　
26
年
夏

ご
ろ
に
操
出
地
区
に
て
確
認
。

問	

こ
の
下
水
道
管
を
導
入
し

た
経
緯
と
、
市
（
町
）
が
購
入

し
た
事
業
者
は
。

答	

下
水
道
課
長
　
県
の
推

奨
も
あ
り
日
本
下
水
道
協
会
の

認
定
品
で
あ
る
ハ
イ
セ
ラ
ミ
ッ

ク
管
を
採
用
。「
㈱
ノ
リ
タ
ケ

カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド
」。

問	

使
用
中
止
の
理
由
は
。

答	

下
水
道
課
長
　
ハ
イ
セ

ラ
ミ
ッ
ク
管
を
製
造
す
る
会
社

が
事
業
を
撤
退
。

問	

こ
の
不
具
合
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
の
支
援
を
求

め
る
と
し
て
い
た
が
、
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

答	

下
水
道
課
長
　
県
に
本

市
の
現
状
を
相
談
し
、
国
・
県

の
補
助
金
な
ど
の
支
援
を
求
め

た
が
、
現
状
の
制
度
で
は
補
助

金
の
交
付
要
件
に
該
当
せ
ず
、

補
助
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
引

き
続
き
県
と
も
連
携
し
、
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け

情
報
収
集
に
努
め
る
。

三宮 十五郎 議員

問 認知症などの人に障害者手帳を
答 本人や家族の意思による申請を

日本共産党弥富市議団

問
答

公共下水道管の
被害対策を

10年を目途に
計画的に改善

●認知症の人が、１人で生活した場合を
想定してください。家族などの援助があ
ればできるというものも、患者１人でで
きない場合はチェックを入れてください。

●�複数にチェックが入った人
は、障害者手帳を受けられ
る可能性があります。

□	 調和のとれた適切な食事摂取

□	 洗面、入浴、更衣、清掃等の身辺の清潔保持

□	 金銭管理や計画的で適切な買い物

□	 規則的な通院・服薬

□	 家族や知人・近隣等と適切な意思伝達や協調的な対人関係づくり

□	 身辺の安全保持や危機的状況での適切な対応

□	 社会的手続きや一般の公共施設の利用

□	 社会情勢や趣味・娯楽への関心、文化的社会的活動への参加

精神障害者保健福祉手帳申請の目安
認知症患者の日常生活をチェック

※認知症と診断されてから６カ月以上経過していること


